
様式－３

（ ）

（内容）

　特記仕様書第○条第○項の規定に基づき、週休２日制適用工事の実施について
希望します。また、本工事の対象期間を下記のとおりとしたく、同項の規定に基づき
協議します。

現場着手日
現場完了日（予定）

うち控除日 日 （夏季休暇・年末年始休暇等）

対象期間（予定） 日

4週8休相当
現場閉所日目安

・

総　括
監督員

主　任
監督員 監督員 監督員

現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

□協議

年月日：

□協議 □提出 します。□受理□承諾

受
注
者

上記について □承諾

年月日：

□提出 □受理 します。□報告

工事名

週休２日制適用及び対象期間について

添付図 葉、その他添付図書 現場閉所予定日がわかる工程表

日

2023年8月2日

9

202

58

2024年2月28日

発
注
者

処
理 □その他

上記について □指示

回
答 □その他

 （注）

　打合わせのつど、

２部作成し、各々保

管する。

○○工務店

工 事 打 合 せ 簿

発議者 □発注者 ■受注者 発議年月日 　　年　　　　月　　　　日

発議事項
　□指示　　　■協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

「2023/○/○」の
形式で入力してください。

自動計算

自動計算

夏季休暇3日、年末年始休暇6日
工場製作のみ期間等



様式－３

（ ）

（内容）

　本工事の現場完了日について、特記仕様書第○条第○項の規定に基づき、下記の
とおりとしたく協議します。また、実績を確認する日を令和○年○月○日に設定します。

現場着手日
現場完了日

うち控除日 日 （夏季休暇・年末年始休暇等）

対象期間 日

現場閉所日（実績） 日
現場閉所日（予定） 日
現場閉所日（合計） 日

現場閉所日率 ％

・

工 事 打 合 せ 簿

発議者 □発注者 ■受注者 発議年月日 　　年　　　　月　　　　日

発議事項
　□指示　　　■協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

工事名 ○○工務店

週休２日制適用工事の現場完了日及び実績について

2023年8月2日
2024年3月15日

9

218

添付図 葉、その他添付図書 現場閉所予定日がわかる工程表、チェックリスト

発
注
者

上記について □指示 □承諾

処
理 □その他

年月日：

□協議 □提出 □受理 します。

回
答 □その他

年月日：

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

総　括
監督員

主　任
監督員 監督員 監督員

　打合わせのつど、

２部作成し、各々保

管する。

60
6
66

30.2

主　任
（監　理）
技術者

現　場
代理人

□協議

 （注）

「2023/○/○」の
形式で入力してください。

夏季休暇3日、年末年始休暇6日
工場製作のみ期間等

自動計算

実績を確認する日以降の現場閉所予定日

自動計算

自動計算

発議年月日と同日にすること



様式－３

（ ）

（内容）

　○年○月○日付け協議のあった週休２日制適用工事の実績について、履行報告書及
びチェックリストを確認した結果、以下のとおりでした。４週○休の補正係数を用いて設計
変更することとしましたので、通知します。
　なお、金額については別途協議します。

日
日

適用する
補正係数→

　　　　

・

 （注）

　打合わせのつど、

２部作成し、各々保

管する。

労務費
機械経費
共通仮設費率
現場管理費率

1.01
1.01
1.02
1.03

1.03
1.03
1.03
1.04

1.05
1.04
1.04
1.06

工 事 打 合 せ 簿

発議者 発議年月日

= 30.4 %

閉所状況
（閉所率）

4週6休 4週8休以上
(28.5%以上)

=
現場閉所日数
対象期間

(21.4%以上25.0%未満)

4週7休
(25.0%以上28.5%未満)

66
217

=

発議事項
　□指示　　　□協議　　　■通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

工事名 ○○工務店

処
理 □その他

上記について □指示 □提出□協議

発
注
者

週休２日制適用工事の実施状況について

添付図 葉、その他添付図書

閉所率

します。

回
答 □その他

年月日：

□提出 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員 監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

□受理

□協議

年月日：

□承諾

□報告

■発注者 □受注者

自動計算
この閉所率を下表に当てはめて、
該当する補正率で設計変更


